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地域で守る明るい町に
岩手県　盛岡市立土淵小学校　６年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やまだ),山田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まなと),慎人)
「なぜこんなことが起きてしまったのだろう。」テレビでひどい事件が流れる度僕は心が痛む。最近テレビでは、人が亡くなるような事件がよく流れている。
　僕の住む町、土淵はどうだろうか。そんな事件があったとは、聞いたことがない。地域のみなさんは、みんな笑顔で僕たちを見てくれる。その笑顔が、地域の優しさにつながっているのではないだろうか。それは、損得でない、地域でその子どもたちを守る、という考えだと僕は思う。　
　その考えの一つとして、スクールガードのみなさんがいる。スクールガードの方々は、僕たちの安全を守ってくれる。朝は通学路の決まった所で、安全な登校をサポートしてくださる。車で、町中のパトロールもしてくださっている。この方々がいるおかげで、僕たちの日常は守られている。そしてさらに、スクールガードのみなさんは、僕たちにいろいろ声をかけてくださる。先日は、僕と妹が登校していると、スクールガードの方が、
「おはよう、学校は楽しいかい。」
と話しかけてくれた。僕が、
「おはようございます、学校は、とても楽しいです。」
と答えると、その方は、
「そうか、そうか。」
と笑ってくれた。僕は、何か優しい気持ちになって、学校に向かった。こんな日常だからこそ、こわいことがあったとしても、ためらわずに状況を説明することができるのだと思う。
　もう一つの考えとして鍵を握っていると思うのは「あいさつ」だ。あいさつは、地域の優しさにつながっていると僕は思う。この地域には、あいさつが飛びかっている。家族、友達、地域の人、だれとでもあいさつを交わす。こうして、僕は土淵中のみなさんとつながっている。こんなにあいさつが飛びかって、土淵中のみなさんとつながれるのはなぜだろう。それは、地域みんなで楽しめる行事が多いからだと僕は思う。その中でも多くの人が集まるのが「学区民運動会」そして「神山神社相撲大会」だ。学区民運動会とは、学区内に住む沢山の人たちが集まって運動会をするのだ。ここではみんなが応援をしあう。そして、勝っても負けても、みんな笑顔で、地域の輪が広がっていく。相撲大会も、いろんな世代の方々が取り組みをしている僕たちの姿をみて拍手や歓声をあげる。たとえ負けたとしても、「いい勝負だったぞ」「よくがんばったなぁ」と励ましてくれる。こんな言葉をかけられると、負けたくやしさが消えていく。励ましてくれた人には「ありがとう」の気持ちで心がいっぱいになる。そして、会場一体が温かい雰囲気で包まれていく。
　僕たちの地域は、優しさであふれている。それは、自分の損得を考えずに助けられる気持ち、お互いに楽しんだり励まし合ったりする精神から、地域全体でつくり上げているものなのだと思う。土淵という自分たちの地域を、明るくし、守っていくという意識は、この精神がある限りつながっていくと僕は思う。僕は、この土淵を守っていくという思いが、ずっと続いていって欲しいと願っている。また、僕も土淵で暮らす、一人の人間として、困っている人を助けたり、みんなで協力して楽しみ合ったりすることを続け、明るい社会を築き上げる一員となりたい。
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